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下顎第1大臼歯抜去後の隣接臼歯群の

動態に関する研究
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亀谷　哲也　　石川富士郎
岩手医科大学歯学部歯科矯正学講座＊（主任：石川富士郎教授）

〔受付：1978年9月30日〕

　抄録：本研究の目的は，下顎第1大臼歯抜去後，隣接する小臼歯群および第2大臼歯がどのように動き，

萌出してくるかを探求するものである。その動態については各段階の45°斜位頭部X線規格写真上で計測し，

累年的に分析を行った。

その結果は，以下のとおりであった。

①小臼歯群の萌出前に下顎第1大臼歯が抜去された時，小臼歯群の歯胚は遠心に移動していた。それに対

　　して，小臼歯群がすでに萌出している時は，これらの歯軸は遠心傾斜を示していた。

　②下顎第2大臼歯は，萌出途中，萌出完了にかかわらず著しい近心傾斜を示していた。

③小臼歯群と第2大臼歯がまだ未萌出で，第2大臼歯の歯胚の石灰化が第2小臼歯に先行している時，第

　　1大臼歯の抜歯空隙は自然に閉鎖され，歯軸も良好であった。

は　じ　めに

　ヒトの咬合系において，調和がとれた永久歯

咬合の成立要素の一つとして，第1大臼歯は極

めて重要な存在である。それ故に，この歯が

「咬合の鍵」とも呼ばれている。しかしながら，

乳歯咬合完成後，永久歯としては早期に萌出す

る関係で，第1大臼歯の頗蝕の罹患性が高く，

混合歯咬合期のうちに，すでに著しい歯冠崩壊

によって，永久歯咬合完成前のかなり早期には，

この歯が抜去されてしまっていることが少なく

ない。かかる場合には，これに隣接する小臼歯，

大臼歯は，歯胚の形成，あるいは萌出の程度に

よっては，種々の影響を受け，その結果として

不正咬合を惹起する場合も多い。実際の臨床で

は，第1大臼歯が早期に喪失したための歯列不

正や咬合異常についての矯正治療上，或いは，

欠損した第1大臼歯の補綴治療上に種々の問題

が提起される。すでに著者らは，この様な第1

大臼歯の抜去による隣接臼歯群での影響につい

て，X線写真上での観察について報告’）をした

が，本稿では，この第1大臼歯抜去に起因した

隣接小臼歯，大臼歯群の動態について具体的に

検討を加えることとした。
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表1　各症例に於ける，下顎第1大臼歯抜去時

　　臼歯群の萌出状態（顎態模型より）

症づ 616抜去時の臼歯の萌出状態

1
2
3
ん
τ
ζ
」

5415未萌出14萌出完了77半萌出

54［45　未萌出　717　未萌出

54145　萌出完了　77　萌出完了

5445　萌出完了　717　未萌出

54未萌出145萌出完了717未萌出
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　　図1　各症例の観察期間
　↓は下顎第1大臼歯の抜去時期

研究資料

▲88

　本研究の資料は，岩手医科大学歯学部附属病

院矯正科を訪れた患老のなかから，両側の下顎

第1大臼歯が抜去された87例中，5症例を選択

し，その45°斜位頭部X線規格写真を用いた。

（表1）5症例の内訳は4例が下顎前突，1例

が叢生の症例であった。各症例の動態観察期間

は図1のとおりである。

研究方法
　上記の資料を，それぞれ第1大臼歯抜去前か

ら抜去後にかけて，3つの段階に分けた。計測

に使用したのは，下顎の第1小臼歯，第2小臼

歯，第2大臼歯，第3大臼歯で，各段階の45°

斜位頭部X線規格写真上で歯の位置を求めた。

計測方法および計測項目

　45°斜位頭部X線規格写真上から，　トレーシ

ングフィルム上に各歯のX線像を透写し，計測

を行なった。計測点および基準平面は亀谷2）の

方法に準拠して設定した。計測項目は．図2で

示す。

、
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図2　本研究に用いた計測項目

　　　　　　　　　　　　　高さ…各歯のX　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　軸迄の距離
基準面に対する歯胚の位置　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　深さ…各歯のY

　　　　　　　　　　　　　　　軸迄の距離

結果（表2）

第1例（Case　No．540）（図3，4，5，6）

　　stage　A：10歳9ヵ月

　　第1大臼歯抜去の時期：10歳11ヵ月

　　　　　　　（抜去一A＝2ヵ月）

　　stage　B：13歳2ヵ月

　　　　　　　（B一抜去＝2年3ヵ月）

　　stage　C：15歳5ヵ月

　　　　　　　（C－B＝2年3ヵ月）

1）第1小臼歯の萌出経過

右側はstage　Aからstage　Bの間に歯軸角



岩医大歯誌　31227－236，1978 229

表2

Case

Stage

Age

計測項目（下顎）

An91e　l：8

　　　　　7

　　　　　5

　　　　　4

　　　r：4
　　　　　5

　　　　　7

　　　　　8

Height　1：8

　　　　7
　　　　5
　　　　4
　　　r：4

　　　　5
　　　　7
　　　　8

Depth　l：8

　　　　7
　　　　5
　　　　4
　　　r：4

　　　　5
　　　　7
　　　　8

π
抜去時年齢

第1例
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m
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0
9

66．0

74．0

96．0

108．0

102．0

97．0

72．0

56．0

46．0　　42．0

70．0　　75．0

98．0　　98．0

105．5105．5

113．0113．0

98．0　101．0

67．5　　68、0

38・0｝27・・

23．0　　23．0

25．0　　29．0

17．0　　29．5

27、5　　34、0

20．0　　30．0

16．5　　28．0

27．5　　29．0

24．5　　24．0

28．5

33．0

32．5

37、0

38．0

35．5

34．5

28．5
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35．0ト45．0

1；；：！11；1：；

97．51110．0

105．01114．0

109．0　116．0

76．5　　67．0

28．0　　30．5

19．0　　19．5

19．0　　25．0

13．0　　17．5

19．5　　28、0

16．0　　24．0

10．5　14．5

17．0　　24．0

20．0　　18．5

49．0　　32．5　　56．0

76．5　　77．5　　69．0

91．0　　98．5　112．0

105．0101．0108．0

115．0　102．0　111．0

72．5　　92．0　113．0

74．0　　90．0　　83．0

55．5　59．0　　79．5

21．0

26．5

26．0

28．0

29．0

25．0

26．5

21．0

25．0

31．5

35．0

36．0

35．5

35．5

33．0

23．0

74．5

70．5

110．0

108．5

110．0

115．0

83．5

8斗．5

84．5

90．5

96．0

103．5

100．0

83、0

27．0　　33．0　　　　－

32．0　　32．5　　24．0

34．0　　36．0　　30．0

36．5　　37．5　　32．0

38．0　　39．0　　28．5

35．5　　36．0　　25．5

33．0　　33．0　　24．0

26．0　　31．0　　　　一

　一　54．5

83．5　　68．5

106．5　106．5

103．5

108．0

108．0

69．0

26．0

30．5

33．0

30．0

27．0

26．5

100．0

108．0

109．0

65．0

39．5

25．0

27．5

30．5

33．5

30．0

27．0

27．0

22．0

第5例

18．0　　29．0

32．0　　42．0

50．0　51．0

56．5　　62．0

56．0　　53．0

48．0　48．0

32．0　　38．0

18．0　　25．5

33．5　　14sO　　21．5

44．0　　25．5　　33．5

52．0　　44．0　　44．0

62．5　　53．5　　52．0

55．0　55．0　54．0

48．5　　44．5　　42．5

41．0　　26．5　　35．0

32．0　　15．0　　22．5

25．0

35．5

44．0

52．0

52．5

46．0

35．5

24．5

23．0

31．0

48．5

54．0

59．5

55．0

36．0

26．5

24．5　　28．0

37．0　　38．0

45．5　　46．0

52．0　　52．0

57．0　55．5

51．0　50．0

39．5　　41．0

28．5　　30．0

24．5

47．0

54．5

50．0

42．0

21．0

A

y
m

n

フ
7

34．0

73．0

85．0

107．0

101、0

86．0

78．0

45．0

B
10y

7m

C

π8m

29．5

48．0

55．0

48．5

41．0

30．0

47．5　35．0

78．0　　75．0

94．0　　99．0

111．0113．0

101．5104．0

82．0　　81．0

78．0　　76．5

52．5　　54．0

　含
10yllm

　　↑
618yllm

1了9y3m

20．0

18．0

23．0

26．0

20．0

17．5

19．0

19．5

18．0　18．0

18．5　　23．5

24．0　　25．0

25．5　　26．5

24．5　　26．5

23．0　　23．0

22．0　　22．5

19．0　18．5

　含
14yOm

21．0

33．5

47．5

55．5

50．0

42．0

33．0

16．5

　↑
11ygm

11．5

23．0

45．5

50．0

54．5

47．0

27．0

16．5

14．5

29．5

45．5

51．0

54．0

46．0

32．0

18．5

19．5

35．0

45．5

52．0

54．5

47．0

35．5

22．5
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1：左側　r：右側

は，遠心傾斜を示した。近遠心的な歯の位置は

減少し，遠心移動していた。その後stage　Cま

でに第2小臼歯に接して近心に移動していた。

左側は，stage　Aからstage　Bの間に近心へ移

動しているが，歯軸角には大きな変化はなかっ

た。

　2）　第2小臼歯の萌出経過

　両側ともstage　Aからstage　Cにかけて，

萌出に伴い，下顎基底部からの高さの増加が大

きい。歯軸角や近遠心的位置には変化はあまり

ないが，歯軸は遠心傾斜したまま第1大臼歯の

抜歯空隙へ移動し萌出している。

　3）　第2大臼歯の萌出経過

　左右側ともstage　Aからstage　Bにかけて

近心へ傾斜している。歯胚の移動が進み，第2

小臼歯に接すると，左右側とも歯軸角は増加

し，歯軸のたちあがりが認められる。近心への

移動は右側で9錫尻，左側で12硫であった。

　4）　第3大臼歯の萌出経過

　両側の歯胚はいずれも強い近心傾斜を示した。
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　　図3　症例1の各slageにおける，45Q斜位頭部X線規格写真
左側は右側口歯部，右側は左側臼歯部を示す。stage　A：10歳9ヵ月，　stage

B：13歳2ヵ月，stage　C：15歳5ヵ月，1・、・’：抜去前の下顎第1大臼歯

第2例（Case　No．1221）（図7，8）

　　stage　A：9歳0ヵ月

　　抜去の時期：9歳3ヵ月（左），8歳11

　　　ヵ月（右），（抜去一A＝3ヵ月，左）

　　stage　B：10歳8ヵ月

　　　　　　（B一抜去（右）＝1年9ヵ月）

　　　　　　（B一抜去（左）＝1年5ヵ月）

　　　stage　C：13歳0ヵ月

　　　　　　　（C－B＝2年4ヵ月）

　1）第1小臼歯の萌出経過

　歯軸角の変化は第1大臼歯の抜去により，左

右側とも歯軸角が増加し，遠心傾斜が認められ

る。近遠心的な位置の変化は顕著ではないが，

右側では2．5躍舵遠心方向への萌出を示していた。
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　図4　症例1の歯胚の萌出に伴なう移動量
stage　A：10歳9ヵ月，　stage　B：13歳2ヵ月，

stage　C：15歳5ヵ月。

↓は下顎第1大日抜去の時期（以下略す）

　2）第2小臼歯の萌出経過

　右側では，歯軸角が初め遠心傾斜を示してお

り，第1大臼歯抜去後さらに遠心傾斜が強まる

が，第2大臼歯と接すると著しい近心への傾斜

を示した。左側では，抜去後わずかに近心傾斜

を示し，その後，歯胚は第2大臼歯に接しstage　B

からstage　Cにかけて15°減少し近心傾斜を呈

している。

　3）第2大臼歯の萌出経過

　左右側ともstage　Aからstage　Cまでの間

に歯軸角は増加し，歯軸の立ち上りをみせ，近

心への移動も認められた。
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図5　症例1の歯胚の近遠心への移動量の変化
stage　A：10歳9ヵ月，　stage　B：13歳2ヵ月，

stage　C：15歳5ヵ月

　第3例（Case　No．1102）（図9）

　　　stage　A：13歳11ヵ月

　　　抜去の時期：14歳0ヵ月

　　　　　　　（抜去一A＝1ヵ月）

　　　stage　B：15歳11ヵ月

　　　　　　　（B一抜去＝1年11ヵ月）

　　　stage　C：17歳10カ月

　　　　　　　（C－B＝1年11ヵ月）

　1）　第1および第2小臼歯の変化

　左右側第1，第2小臼歯の歯軸角はstage　A

からstage　Bにかけて増加し，抜歯空隙への倒

れこみをみせている。特に第2小臼歯は著明で
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　　　　図6　症例1の歯軸の変化
stage　A：10歳9ヵ月，　stage　B：13歳2ヵ月，

stage　C：15歳5ヵ月
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Stage

　　　図7　症例2の歯軸角の変化
stage　A：9歳0ヵ月，　stage　B：ヱ0歳8ヵ月，

stage　C　l　13歳0ヵ月

ある。

　2）第2大臼歯の変化

　stage　Aからstage　Bにかけ歯軸角は減少

し，近心傾斜が認められるが，stage　Cに到っ

ては，あまり変化がない。stage　Cにおける第

2大臼歯と第2小臼歯の歯根は，所謂「ハ」の

字型に開大している。

　3）第3大臼歯の変化

　歯軸角はstage　Aのとき左右側で著しい近心

傾斜がみられたが，stage　Bにかけては左右側

とも増加している。stage　Cにかけては，第2

大臼歯に接する為か，更に増加を示し，歯軸の

図8　症例2の重ね合わせ図（X，Y軸重ね
　　　合わせ）

stage　A：9歳0ヵ月，　stage　B：10歳8ヵ月，

stage　C：13歳0ヵ月

立ち上がりが認められる。下顎基底面からの歯

胚の位置はstage　Bからstage　Cにかけて大
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　　　図10　症例4の歯軸角の変化
stage　A：11歳6ヵ月，　stage　B：12歳10ヵ月，

stage　C：13歳10ヵ月

きく上方へ移動している。

　第4例（Case　No．1610）　（図10）

　　　stage　A：11歳6ヵ月

　　　抜去の時期：11歳9ヵ月

　　　　　　　（抜去一A＝3ヵ月）

　　　stage　B：12歳10ヵ月

　　　　　　　（B一抜去＝1年1ヵ月）

　　　stage　C：13歳10ヵ月

　　　　　　　（C－B＝1年）

　1）　第1，第2小臼歯の変化

　stage　Aからstage　Bにかけて，歯軸角は左

側第1，第2小臼歯で明らかに増加し，右側で

は，わずかに増加し，遠心傾斜をみせている。

その後stage　Cにかけてあまり変化が認めら

れない。

　2）　第2大臼歯の萌出経過

　右側では，stage　Aからstage　Cにかけて歯

軸角は減少し近心傾斜が認められ，同じく近心

への移動も認められる。又，stage　Cでの第2

大臼歯と第2小臼歯の歯根のなす角は開大して

いる。左側ではstage　Aからstage　Bにかけ

て，歯軸角の変化はないが，stage　Cにかけて

は減少を示し，近心傾斜が著明である。

　第5例（Case　No．1050）（図11）
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　　　図11症例5の歯軸角の変化
slage　A：9歳7ヵ月，　stage　B：10歳7ヵ月，

stage　C：11歳8ヵ月

　　stage　A：9歳7ヵ月

　　抜去の時期：9歳8ヵ月

　　　　　　　（抜去一A＝1ヵ月）

　　stage　B：10歳7ヵ月

　　　　　　　（B一抜去＝11ヵ月）

　　stage　C：11歳8ヵ月

　　　　　　　（C－B＝1年1ヵ月）

　1）　第1，第2小臼歯の変化

　未萌出の右側小臼歯：

　第2小臼歯はstage　Aで第1大臼歯の近心根

に接するためか，歯軸角は86°であり，stage　C

にかけて5°減少し，近心に傾斜している。
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　萌出完了している左側小臼歯：

　stage　Aからstage　Cにかけて，第1，第2

小臼歯の歯軸角が増加し，遠心傾斜が認められ

た。

　2）第2大臼歯の萌出経過

　右側ではstage　Aからstage　Cにかけて，

歯軸角の変化はなく，左側ではstage　Aから

stage　Bで増加し，　stage　Cにかけて減少して

いる。近心への移動はstage　Aからstage　Cに

かけて左右側とも認められる。

　3）　第3大臼歯の萌出経過

　両側とも近心への傾斜移動が認められた。

考 察

　第1大臼歯の抜去に伴う隣接小臼歯，大臼歯

群の動きを45°斜位頭部X線規格写真から計量

的に解析したが，個々の症例を相互に比較し

て，歯胚の顎骨内における移動の様相を定型化

することは困難である。このことは，単に数値

の増減だけを評価する場合，成長発育に伴う下

顎骨自体の大きさの変化をも考慮しなけれぽな

らないためである。しかしながら，第1大臼歯

抜去時に小臼歯，第2大臼歯がすでに萌出して

いるか，あるいは顎骨内で歯胚が萌出のために

移動を開始しているかによって，ある程度の

patternを捉えることができた。

　1，第1，第2小臼歯が未萌出の場合

　5症例の研究結果から，第1，第2小臼歯は

遠心移動しながら萌出して来るのが認められ

る。第1例，2例のように，第1小臼歯は遠心

傾斜を伴って萌出しながら，その後歯軸はわず

かに近心傾斜を示している。これは第2小臼歯

に接するために生じる現象であろう。一方，第

2小臼歯の歯軸はあまり変化せずに，第1大臼

歯の抜歯空隙へ向って萌出する。第2例のよう

に，初めから歯胚の歯軸が遠心傾斜を示してい

る場合は，遠心傾斜の程度はより強くなり遠心

に萌出するが，第2大臼歯の近心面に接する

と，逆に近心傾斜と近心移動を示す。このよう

な顎骨内の歯胚の移動は隣接する歯胚あるいは

歯根との相対的な位置の関係が規制されて，口
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腔内へ萌出してくる。

　2，第1，第2小臼歯が萌出完了している場

合

　第1大臼歯の抜去時すでに小臼歯が萌出して

いる場合は，第3，4，5例に示される通り，

第1，第2小臼歯はともに第1大臼歯の抜歯空

隙に向って倒れこみ，遠心傾斜を示す。第4例

のように，わずかな遠心傾斜と共に遠心移動し

たものが第2大臼歯と接近するためか，わずか

に近心に移動してくる場合もある。この様な場

合，第2小臼歯は強い遠心傾斜を示し，第2大

臼歯は強い近心傾斜を起こし，歯冠部での空隙

はあまり認められなくても，両老の歯根部は著

しい開大を示している。

　3，第2大臼歯が未萌出の場合

　第2大臼歯の歯胚は，近心傾斜および近心移

動を示しながら顎骨内を移動し，萌出する。萌

出時に第2小臼歯と接すると歯軸は起きてく

る。しかしながら，第4，5例のように，萌出

時にあまり歯軸の変化を示さないものもある。

第3大臼歯の歯胚は通常，強い近心傾斜をして

おり，萌出のためのspaceが不足している場合

では，臨床上は，しぼしぼ水平埋伏智歯と称せ

られるような状態となる。しかし，第2例のよ

うに，第1大臼歯を抜去し，第2大臼歯が近心

移動をした場合は，第3大臼歯が萌出の余地を

得て歯軸を起きあがらせながら萌出してくる。

一般に，歯の萌出は歯の発育と関連づけて考え

られ，歯冠の石灰化が完成するまでは萌出のた

めの移動はないといわれている。他方，萌出と

歯根形成との相関も明確ではない場合があると

する見解もある3’。この点についてB。degam4）

は，歯根の形成が始まるまで萌出は開始しない

ことを，実験的に指適している。また，萌出の

結果として，歯根の成長を考えたほうが妥当で

あるという見方もある5）。

　4，第2大臼歯が萌出完了している場合

　第1大臼歯の抜去時にすでに第2大臼歯が萌

出完了している場合は，近心傾斜の強い近心移

動を示す。この近心傾斜と近心移動は第2小臼

歯と接するまでつづき，第2小臼歯と接すると，
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ほとんど変化はなくなる。口腔模型上から，こ

の様な知見についてふれている例6）もある。第

3大臼歯は第2大臼歯が近心に移動するため，

第1大臼歯抜去後，比較的短期間で第2大臼歯

と接し，その遠心面に誘導されるように歯軸が

起きあがり，時として咬合素材としての役割を

はたしている。

　以上，自然のままに起こる顎骨歯槽部内での

歯胚あるいは歯の移動を，X線写真上で計量的

に観察してきたが，第1大臼歯の抜歯空隙がど

の様に閉鎖されるかは，小臼歯，第2大臼歯の萌

出状態とも関連しているように思える。即ち，

小臼歯も第2大臼歯も未萌出の場合，比較的良

い歯軸を保ちながら抜歯空隙の自然閉鎖が起こ

っている。これはすでに述べてきた様に，第2

小臼歯の歯胚はむしろ遠心へ向いており，その

まま萌出するため，近心移動してくる第2大臼

歯と接して，両者の歯軸傾斜は良い状態で萌出

するためであろう。この場合，第2大臼歯の萌

出時期が第2小臼歯の萌出時期より進んでいる

ことが望ましい。中沢7）は，第1大臼歯の抜歯

時期が年令的に若く，また条件の良い場合には，

後方歯の自然の移動で抜歯空隙が完全に，かつ

良い咬合状態で閉鎖されることがあると述べて

いるが，著老らの知見からも，この様なことは

稀ではあるが，起こりうることが考えられる。

しかし，一般には，第2大臼歯の強い近心傾斜

と第2小臼歯の遠心傾斜によって歯軸は開大し

ており，正常咬合者群8）との間にかなりの差が

あることが認められる。歯胚の位置は遺伝的に

決定されるものであり，第1大臼歯の抜歯によ

って良い状態に空隙閉鎖が起る場合は，かなり

限定されるとするMoyersの見解9）を妥当と考

える。また矯正臨床の面からは，この第1大臼

歯の抜去を考えると，第2大臼歯のup　right

と抜歯空隙の完全な閉鎖は，かなり矯正施術上

難かしいことが多いので1）1°）ω，どうしても

第1大臼歯の抜去を必要とする場合には，隣接

臼歯群の萌出状態，対咬歯との関係，および

mandibular　planeとocclusal　planeとの関係

などを十分に考慮する必要がでてこよう。



236 岩医大歯誌　3：227－236，1978

ま と め

　下顎両側第1大臼歯を比較的早期に抜去した

5症例について，これと隣接する小臼歯，大臼

歯群の萌出状態を累年的に，45°斜位頭部X線

規格写真上で計量的な観察を加えて検討を行っ

た。

　1）下顎第1大臼歯の抜去時に隣接の小臼歯

が萌出しているか，未萌出であるかによって，

小臼歯の動きに大きな相違が認められた。即

ち，小臼歯が未萌出の場合は遠心位に遠心傾斜

を伴って萌出し，小臼歯が萌出している場合に

は，遠心への傾斜が認められた。

　2）下顎第1大臼歯抜去時に第2大臼歯は萌

出途中であっても，萌出完了していても，強い

近心傾斜と近心移動を示した。

　3）抜歯空隙が自然に閉鎖し，第2小臼歯と

第2大臼歯の歯軸の関係が比較的良い状態にな

るのは，小臼歯が未萌出の場合で，かつ第2大

臼歯の萌出が第2小臼歯より進んでいる場合に

認められた。

　4）従って，比較的早期に第1大臼歯を抜去

する際，小臼歯，第2大臼歯あるいは，それら

の歯胚の萌出状態を注意深く観察していく必要

があると思われる。

　なお，本論文の要旨の一部は，昭和51年11月

14日，第35回日本矯正歯科学会大会（東京），

および同年9月26日，第8回みちのく歯学会大

会（郡山）において発表した。

　Abstract：The　purpose　of　this　study　was　to　investigate　the　drifting　of　the　lower　second　molar

and　premolars　after　the　extraction　of　the　lower　first　molar．　The　study　was　done　using　the　forty－

five　degrees　oblique　roentgenographic　cephalogram．　The　results　were　obtained　as　follows：

1）When　the　extraction　was　done　before　the　eruption　of　premolars，　the　dental　germs　of　these

teeth　showed　drifting　djstaly，　however，　the　premolars　have　already　erupted　into　the　mouth，　the

changing　of　the　axial　inclination　showed　distal　tipping　movement．

2）The　lower　second皿olar　observed　mesial　tipPing　movement　severely，　in　spite　of　being　under

the　eruption　or　completely　erupted．

3）When　the　premOlars　and　second　molar　have　not　erupted　yet，　and　the　development　of　the

germs　of　second　molar　is　further　than　the　second　premolar，　the　extraction　space　of　the　first　molar

appeares　to　be　closed　naturaUy，　and　the　arrangement　of　tooth　axis　was　recognized　comparatively

good　position　after　the　extraction　of　the　lower　first　molars．
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